
心
を
、
一
つ
に
。
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主な掲載内容
》ごみの減量・リサイクル
》自治基本条例
》熱中症にご注意！
》図書館だより

	 防災行政無線の放送内容を確認したい時は… 　専用回線（自動音声）　☎６５ー１５００



 

桂
川
町
の
ご
み
の
現
状

　

桂
川
町
に
お
け
る
ご
み
の
処
理
量
は
年
間
約

４
，
７
７
８
ｔ
（
平
成
24
年
度
）
で
、
町
民
１

人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
約
３
３
７
キ
ロ
と
な

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
１
人
当
た
り
１
日
１
キ
ロ

の
ご
み
を
排
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
ご
み
は
、
ご
み
収
集

車
に
て
ご
み
処
理
場
「
桂
苑
」
へ
搬
入
・
処
理

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

排
出
さ
れ
る
ご
み
の
大
部
分
が
「
可
燃
ご
み

（
黄
色
の
袋
）」
で
あ
り
、
処
理
量
の
約
９
割
を

占
め
て
い
ま
す
。

ごみの減量
リサイクル
　現在、家庭から排出されるごみの量は、全国的に依然として高い水

準で推移しており、市町村におけるごみ処理費用の増加や埋め立て地

の不足、さらには地球温暖化などの環境問題を引き起こしています。

特集 ごみの減量・リサイクル特集 ごみの減量・リサイクル

特　

集

 

ご
み
を
減
ら
す
と
・
・
・

①
焼
却
に
よ
り
生
じ
る
二
酸
化
炭
素
を
削
減
し
、
地

球
温
暖
化
を
防
止
す
る
。

②
「
桂
苑
」
の
焼
却
炉
を
少
し
で
も
長
く
使
え
る
よ

う
に
し
て
財
政
負
担
を
軽
く
す
る
。（
ご
み
処
理

場
の
運
営
は
、
み
な
さ
ま
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
）

③
家
庭
で
の
ご
み
袋
代
の
削
減
や
悪
臭
な
ど
の
予
防

が
で
き
る
。

そ
の
ご
み
、

本
当
に
捨
て
る
し
か
な
い
ご
み
で
す
か
？

食 

べ
残
し
を
な
く
す
。

不 

要
な
レ
ジ
袋
や
割
り
箸
は
断
る
。

生 

ご
み
は
水
切
り
を
す
る
。

リ 

サ
イ
ク
ル
用
収
納
ボ
ッ
ク
ス
を
活
用
。

混 

ぜ
れ
ば
ご
み
。
分
け
れ
ば
資
源
。

活
用
法
は
次
の
ペ
ー
ジ
に
！

道 

具
や
お
も
ち
ゃ
は
修
理
し
て
使
う
。

詰 

め
替
え
で
き
る
も
の
を
選
ぶ
。

必 

要
と
し
て
い
る
人
に
譲
る
。

ご

み

を

減

ら

す

▲捨てる前には一しぼりを！

かん 
１％（約 62t）

平成 24 年度の「桂苑」へのごみの搬入量

びん
３％（約 136t）

その他の不燃物
３％（約 153t）　

粗大ごみ
２％ ( 約 97t）

可燃ごみ　91％
（約 4,331t）

ご
み
を
減
ら
す
３
つ
の
Ｒ 

そ
の
①

　ごみを減らす一番大切な方法

は、ごみを出さないことです。

ごみとなるようなものを増やさ

ないようにしましょう。

ご
み
を
減
ら
す
３
つ
の
Ｒ 

そ
の
②

　いらなくなったものをごみと

して捨ててしまう前に、何か

に使えないか考えましょう。自

分ではもういらなくても、誰か

が必要としている場合もありま

す。

ご
み
を
減
ら
す
３
つ
の
Ｒ 

そ
の
③

　今までは「ごみ」として排出

していたものでも、リサイク

ルすると新たな「製品など」へ

生まれ変わります。ごみを資源

として循環することで、天然資

源の枯渇を防ぐことにもなりま

す。

R 
educe リデュース

  ごみを減らす
R 

euse リユース

  繰り返し使う
R 

ecycle リサイクル

  資源の再利用

合言葉は３つのＲ

ごみを減らすための

平 25. 広報けいせん 7 月　 � 頁
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リ
サ
イ
ク
ル
用
収
納
ボ
ッ
ク
ス
を
活
用
し
よ
う

　

役
場
や
各
行
政
区
に
設
置
し
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
用

収
納
ボ
ッ
ク
ス
を
ご
存
じ
で
す
か
。
リ
サ
イ
ク
ル
用
収
納

ボ
ッ
ク
ス
は
、
ご
家
庭
で
出
た
新
聞
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
の
資
源
ご
み
を
回
収
す
る
た
め
の
ボ
ッ
ク
ス
で
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
用
収
納
ボ
ッ
ク
ス
を
利
用
し
た
資
源
回

収
方
法
は
、
平
成
21
年
に
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
徐
々
に

定
着
し
て
き
て
お
り
、
年
々
、
回
収
量
は
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
ご
み
の
更
な
る
減
量
の
た
め
に
も
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　

し
か
し
、
最
近
、
リ
サ
イ
ク
ル
用
収
納
ボ
ッ
ク
ス
に

出
せ
な
い
布
団
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
革
製
品
な
ど
の

搬
入
が
多
く
、
大
変
困
っ
て
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
収

納
ボ
ッ
ク
ス
に
出
せ
る
も
の
と
出
せ
な
い
も
の
を
も
う

一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

特集 ごみの減量・リサイクル特集 ごみの減量・リサイクル

 

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　

事
業
者
や
個
人
が
ご
み
を
処
理
し
た
い
場
合
に
は
、

市
町
村
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
排
出
方
法
に
従
っ
て
適
正

に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
中
に
は
山
林
な
ど
に
勝
手
に
捨
て
る
人
が

い
ま
す
。
こ
の
行
為
が
不
法
投
棄
で
す
。

　

正
し
い
処
理
方
法
を
行
わ
ず
に
不
法
投
棄
さ
れ
た
廃

棄
物
か
ら
は
、
有
害
物
質
が
漏
れ
出
し
、
地
域
の
土
壌

や
水
質
に
深
刻
な
被
害
を
与
え
ま
す
。

　

捨
て
る
の
は
簡
単
で
す
が
、
撤
去
回
収
す
る
の
は
と

て
も
大
変
で
、
も
と
の
美
し
い
自
然
に
回
復
す
る
の
は

難
し
く
、
多
大
な
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
不
法
投
棄
は
桂
川
町
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、

空
き
缶
や
生
活
ご
み
か
ら
テ
レ
ビ
、
自
転
車
な
ど
の
粗

大
ご
み
に
至
る
ま
で
様
々
で
す
。
中
に
は
家
の
敷
地
や

田
ん
ぼ
な
ど
に
投
げ
捨
て
ら
れ
、
大
変
迷
惑
し
て
い
る

方
も
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
あ
り
、
５
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
１
、０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま

す
。

　

地
域
で
目
を
光
ら
せ
、「
不
法
投
棄
ゼ
ロ
」
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
！

 

家
電
製
品
は
適
正
・
確
実
に
処
分

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
、
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機
を
処
分
す

る
と
き
、
こ
れ
ら
を
確
実
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
、

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払
っ
て
小
売
業
者
（
家
電
販
売

店
）
な
ど
に
引
き
渡
す
よ
う
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
品
は
、
以
前
購
入
し
た
店
や
こ
れ

か
ら
購
入
す
る
店
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
か
、
お
近
く

の
家
電
販
売
店
に
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

廃
家
電
製
品
を
引
き
渡
し
た
際
に
は
、
適
正
に
処
分

し
た
こ
と
の
証
明
と
な
る
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
」
が

発
行
さ
れ
ま
す
。

▲収納ボックスの搬入可能日は、
　各行政区にお尋ねください。

リ
サ
イ

収
納
ボ
ック
クル
ス用

ご
み
の

正
し
い
方処
法理
では

不
用
品
回
収
業
者
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
廃
品
処
理
を

行
っ
て
い
る
か
確
認
で
き
ず
、
中
に
は
「
無
料
で
家
電

製
品
を
回
収
す
る
」
と
広
告
し
な
が
ら
、
実
際
は
有
料

で
回
収
す
る
業
者
も
あ
る
の
で
、
利
用
し
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

\ Point! /

 

野
焼
き
は
周
り
の
人
に
も
迷
惑

　

野
焼
き
を
行
う
こ
と
は
廃
棄
物

処
理
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
お

り
、
庭
先
や
空
き
地
な
ど
で
の
ご

み
の
焼
却
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど

の
発
生
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
煙
や
悪
臭
、
灰
に
よ
り

周
辺
の
住
民
に
も
迷
惑
が
か
か
り

ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲６月上旬の湯の浦
　森林公園での不法
　投棄。

リサイクル用収納ボックスに出せるもの

資
源

プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク

有
害
ご
み

資
源
ご
み
は
ボ
ッ
ク
ス
内
に

整
理
整
頓
し
て
置
い
て
く
だ

さ
い
。

▲他の人が使いやすいように整頓を。

\ Point! /

電動生ごみ処理機購入補助金制度

【対 象 者】

桂川町に居住かつ住民登録をしている方

【補助内容】

１世帯につき１機とします。

補助金額は購入費 ( 本体価格 ) の２分の１の額です。

（上限 20,000 円）

　詳しくは桂川町役場 保険環境課 生活環境係までお

問い合わせください。

リ
サ
イ
ク
ル
用
収
納
ボ
ッ
ク
ス
へ
の
搬
入
は
一
般
家
庭

か
ら
排
出
さ
れ
た
資
源
ご
み
が
対
象
で
す
。

リサイクル収納ボックスに出せないもの\ Point! /

×
色
つ
き
ト
レ
ー
、
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル

×
空
き
缶

×
電
球
、
豆
球

×
ボ
タ
ン
電
池
な
ど

×
割
れ
た
蛍
光
灯

×
帽
子

×
は
ん
て
ん

×
布
団
、
座
布
団

×
カ
ー
テ
ン

×
羽
毛
製
品

×
足
ふ
き
マ
ッ
ト

×
油
を
吸
収
し
な
い
布

×
革
製
品
な
ど

種
類
別
に
分
け
、
十
文
字

で
縛
り
、
袋
な
ど
に
は
入

れ
な
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、

❶
キ
ャ
ッ
プ
を
と
る

❷
ラ
ベ
ル
を
は
が
す

❸
洗
う 

❹
乾
か
す 

❺
潰
す

古　

布

布
製
の
衣
類

下
着

布
団
カ
バ
ー

タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
な
ど

新
聞

ダ
ン
ボ
ー
ル

雑
誌
類

牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど

乾
電
池
、
蛍
光
灯

水
銀
体
温
計
な
ど

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

白
色
ト
レ
ー
な
ど

記事内一部画像：日本容器包装リサイクル協会

　　　　　　　：リデュース・リユース・リサイクル推進協議会

　
　保険環境課 生活環境係
　☎６５・１０９７

\ 問合先 /

ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ
～もったいない運動～

　環境分野で初のノーベル平和賞を受
賞したケニア人女性、ワンガリ・マー
タイさん。マータイさんが、2005 年
の来日の際に感銘を受けたのが「もっ

たいない」という日本語でした。

環境３Ｒ
　 ＋　　　＝　もったいない
Ｒｅｓｐｅｃｔ　

　Ｒｅｄｕｃｅ（減らす）、Ｒｅｕｓｅ
（再使用）、Ｒｅｃｙｃｌｅ（再利用）
という環境活動の３R をたった一言で
表せるだけでなく、かけがえのない地
球資源に対するＲｅｓｐｅｃｔ（尊敬
の念）が込められている言葉、「もった
いない」。マータイさんはこの美しい日
本語を、環境を守る世界共通の合言葉

「ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ」として世界に広
めることを提唱しました。

\ コラム /

古　

紙

×
加
工
紙
（
感
熱
紙
、
油
紙
な
ど
）

×
写
真
な
ど
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桂
川
町
役
場 

☎
６
５
・
１
１
０
０
（
代
表
）	

FAX 

６
５
・
３
４
２
４

町
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

町政トピックス

内 訳 前月比 前年比

人 口 14,172 人 -11 -25

男 性 6,657 人 -2 -32

女 性 7,515 人 -9 7

世帯数 6,242 戸 -6 45

  納税のお知らせ（７月の納期限）

  人のうごき（平成 25 年５月末現在）

  水道修繕当番　～水を大切に～

○ 納税には、便利な口座振替を！
　 詳しくは、税務課 収納対策室（☎ 65・1076）
　 までお問い合わせください。

≫ 00 ８月
 ㈲  福 岡 設 備 ☎ 65・1035
 ㈱ 草 場 ☎ 72・0122

≫ 国民健康保険税 第２期分

≫ 固定資産税 第２期分

≫ 00 ７月
 谷 口 住 設 ☎ 65・3253
 福豊設備工業 ☎ 72・0714

自 治 基 本 条 例
vol.12

～桂川町の未来をみんなで創ろう！～
　自治基本条例みんなで考える委員会では、昨年の６月以来、委員会を 18 回、素案策定部会を 12

回開催しました。そして、条例制定の意義、目的、盛り込むべき内容などについて検討を行い、桂川

町自治基本条例の素案をまとめました。今回は、章立てと条文の見出しをご紹介します。

【問合先】企画財政課 企画調整係 ☎６５・１０８５

前文
第１章　総則

第 １ 条

第 ２ 条

第 ３ 条

第 ４ 条

第 ５ 条

（目的）

（条例の位置付け）

（定義）

（基本理念）

（基本原則）

第２章　町民の権利及び責務

第 ６ 条

第 ７ 条

第 ８ 条

（町民の権利）

（町民の責務）

（事業者の責務）

第３章　議会の役割及び責務

第 ９ 条

第 10 条

（議会の役割及び責務）

（議員の責務）

第４章　町長等の役割及び責務

第 11 条

第 12 条

第 13 条

（町長の役割と責務）

（職員の責務）

（審議会等の運営）

第５章　町政の運営

第 14 条

第 15 条

第 16 条

第 17 条

（総合計画）

（財政運営）

（行政評価）

（危機管理）

第６章　情報の公開及び共有

第 18 条

第 19 条

第 20 条

（情報の公開及び共有）

（説明責任及び応答責任）

（個人情報の保護）

第７章　参画及び協働

第 21 条

第 22 条

第 23 条

第 24 条

第 25 条

第 26 条

（町民参画の推進）

（男女共同参画の推進）

（子どもの参画推進）

（参画の対象）

（参画の方法）

（協働の推進）

第８章　地域コミュニティ
第 27 条

第 28 条

第 29 条

（地域コミュニティ活

動への参画等）

（地域コミュニティ活

動への積極的な支援）

（学校と地域との連携

及び融合）

第９章　環境
第 30 条 （環境への配慮）

第 10 章　住民投票

第 31 条

第 32 条

（住民投票の実施）

（住民投票の発議及

び請求）

第 11 章　条例の見直し等

第 33 条

第 34 条

第 35 条

第 36 条

第 37 条

第 38 条

第 39 条

（条例の検討及び見直し）

（自治基本条例推進委

員会の設置）

（委員会の組織等）

（国及び県との連携協力）

（他の地方公共団体等

との連携）

（町外の人々との交流）

（多文化共生）

附則

桂川町自治基本条例素案

６月 14 日の「平成 25 年第３回桂川町議会定例会」の本会議で、議会の同意が得られ、武
た け い

井秀
ひ で き

樹さん（桂

川町土師六区・62 歳）が桂川町監査委員に選任されました。

　武井さんは、元桂川町職員。九州産業大学を卒業後、昭和 49 年

に桂川町役場に就職され、総務課長、桂川町会計管理者などを歴任

し、平成 23 年に退職されました。

　就任に当たり、「桂川町の現状や求められている課題をまずは私

自身がしっかりと認識し、未熟ながら誠心誠意努めてまいりたいと

思います。どうぞよろしくお願いいたします。」と抱負を語られま

した。

　また、前任者の松
まつぐま

隈英
ひ で の す け

之助さんは、平成 17 年６月 23 日から８

年間にわたり監査委員を務められましたが、６月 22 日で任期満了

となりました。長い間、お疲れ様でした。

2
10,000 円で 11,000 円のお買い物

プレミアム付商品券発売

桂 川町商工会では、昨年も販売してご好評いただい
た桂川町プレミアム付商品券「よかーけん」を、

今年も販売します。お買い物やお食事など町内の様々な
ところでお使いいただけます。ぜひご利用ください。

【発売日時】８月３日㈯・４日㈰　	 10 時～ 16 時
８月５日以降は平日のみ９時～ 16 時

【販売価格】１冊 10,000 円（500 円× 22 枚つづり）
　　　　　　※お１人様５冊まで

【販 売 数】限定 2,000 冊（売切れ次第販売終了）
【販売場所】桂川町商工会
【対 象 者】満 18 歳以上の方
　　　　　　（購入申込書・身分証明書が必要です）

【利用期間】８月３日～平成 26 年１月 31 日
【利 用 先】町内商品券取扱加盟店（ステッカーを掲示）
　詳しくは、後日配布されるチラシをご覧ください。

【特別抽選会】
　購入者を対象にした抽選会あり。詳細は後日お知らせ。

※総合福祉センター「ひまわりの里」において、９月の
敬老祝金の支給時に希望の方には「よかーけん」で受
給することもできます。（別途 200 冊分）

　問合先　 桂川町商工会　☎６５・００２０

▲

事業者の方へ ▲

取扱加盟店を募集中。詳しくはお問い合わせください。

1
前任者の任期満了に伴い

新しい監査委員に武井秀樹さんが就任

▲新監査委員の武井秀樹さん

？

平 25. 広報けいせん 7 月　 � 頁� 頁　 平 25. 広報けいせん 7 月



未来ちゃん情報局
王塚装飾古墳館のマスコットキャラクター　未来ちゃん

◆ 住民課 住民年金係 お知らせ

外
国
人
住
民
の
方
も
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
が
可
能
に

外
国
人
住
民
の
住
基
ネ
ッ
ト
の
運
用
が
開
始

▽
平
成
25
年
7
月
8
日
か
ら
、
外
国
人
住
民
の
方
に
つ
い
て
も
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
住
基
ネ
ッ
ト
）
の
運
用
が
開
始
さ
れ

ま
す
。

　

住
基
ネ
ッ
ト
と
は
、
住
民
の
方
々
の
利
便
性
の
向
上
と
国
お
よ
び
地
方

公
共
団
体
の
行
政
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、
居
住
関
係
を
公
証
す
る
住

民
基
本
台
帳
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
た
全
国
共
通
の
本
人
確
認
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

▽
住
基
ネ
ッ
ト
の
運
用
開
始
に
伴
い
、
外
国
人
住
民
の
方
の
住
民
票
に
住

民
票
コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
、
平
成
25
年
7
月
8
日
か
ら
、
そ
の
住
民
票

コ
ー
ド
通
知
を
世
帯
ご
と
に
郵
送
し
ま
す
。

　

住
民
票
コ
ー
ド
は
、
住
基
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
全
国
共
通
の
本
人
確
認
を

行
う
に
あ
た
っ
て
の
必
要
不
可
欠
な
、
無
作
為
の
11
桁
の
番
号
で
す
。

▽
平
成
25
年
7
月
8
日
か
ら
、
外
国
人
住
民
の

方
も
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
で
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

住
基
カ
ー
ド
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
優
れ
た

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
、「
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
」

は
公
的
な
証
明
書
と
し
て
も
使
え
ま
す
。
交

付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
住
民
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
住
基
ネ
ッ
ト
」・「
住
基
カ
ー
ド
」
の
詳
細
は
、

次
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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問
合
先　

住
民
課 

住
民
年
金
係　

☎
６
５
・
３
３
０
１

◆ 住民課 住民年金係 お知らせ

継
続
し
て
受
給
す
る
た
め
に
必
要
で
す

児
童
手
当
現
況
届
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
が
、
６
月
以
降
も
手
当

等
を
受
け
る
た
め
に
は
、「
児
童
手
当
現
況
届
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
該

当
者
に
は
、
５
月
下
旬
に
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。）

　

こ
の
届
は
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
て
い
た
だ
き
、
児
童
手

当
等
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
６
月
以
降

の
児
童
手
当
が
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
済

み
で
な
い
方
は
提
出
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
合
先　

住
民
課 

住
民
年
金
係 

☎
６
５
・
３
３
０
１

気
軽
に
で
き
る
エ
コ
活
動

打
ち
水
大
作
戦
で
気
温
を
下
げ
よ
う
！

◆ 保険環境課 生活環境係 お知らせ
　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
夏
の
電
力
供
給
が
厳
し
い
状
況
の
中
、
節

電
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
や
職
場
等
で
、
私
た
ち
が
少
し
ず
つ

で
も
節
電
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
安
定
し
た
電
力
供
給
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま

た
、
節
電
は
地
球
温
暖
化
防
止
に
も
貢
献
す
る
も
の
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
積

極
的
な
取
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
気
軽
に
で
き
る
節
電
対
策
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
】

○
夏
は
薄
着
を
し
て
、
エ
ア
コ
ン
の
温
度
を
28
度
に
設
定
し
よ
う
！

○
す
だ
れ
や
よ
し
ず
な
ど
で
窓
か
ら
の
日
差
し
を
和
ら
げ
よ
う
！

○
無
理
の
な
い
範
囲
で
エ
ア
コ
ン
を
消
し
、
扇
風
機
を
使
お
う
！

○
冷
蔵
庫
の
設
定
を
「
強
」
か
ら
「
中
」
に
変
え
、
扉
を
開
け
る
時
間
を

減
ら
し
、
食
品
を
詰
め
込
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
！

○
日
中
は
不
要
な
照
明
を
消
し
、
夜
も
で
き
る
だ
け
照
明
を
減
ら
そ
う
！

○
テ
レ
ビ
は
省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
設
定
し
、
画
面
の
明
る
さ
を
抑
え
、
必
要

な
と
き
以
外
は
消
そ
う
！

○
長
時
間
使
わ
な
い
電
気
機
器
は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
こ
う
！

【
打
ち
水
大
作
戦
の
お
知
ら
せ
】

　

日
本
古
来
の
文
化
で
あ
る
「
打
ち
水
」
は
、
気

軽
に
で
き
、
冷
房
機
器
の
使
用
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
、
吉
隈
保
育
所
の
園
児

と
一
緒
に
「
打
ち
水
大
作
戦
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
保
育
所
で
打
ち
水
の
効
果
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

日　

時　

８
月
５
日
㈪　

15
時
～

 

場　

所　

吉
隈
保
育
所

 

持
参
物　

打
ち
水
用
の
水
（
風
呂
の
残
り
湯
な
ど
２
次
利
用
水
）
を
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

保
険
環
境
課 

生
活
環
境
係　

☎
６
５
・
１
０
９
７

福岡県地球温暖化対策マスコット
キャラクター「エコトン」

　

桂
川
町
体
育
協
会
で
は
、今
年
で
12
回
目
を
迎
え
る
「
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
カ
ッ

プ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
日　

時
】
８
月
18
日
㈰　

９
時
～

【
場　

所
】
桂
川
町
総
合
体
育
館

【
種　

目
】

　

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　

○
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

【
参
加
費
】
１
人
１
種
目 

１
、０
０
０
円

【
申
込
締
切
】
８
月
８
日
㈭

申
込
・
問
合
先　

桂
川
町
体
育
協
会
（
総
合
体
育
館
）
☎
６
５
・
５
１
４
５

初
心
者
大
歓
迎
！

ビ
ギ
ナ
ー
ズ
カ
ッ
プ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
参
加
者
募
集
！

◆ 桂川町体育協会 募　集
　

桂
川
町
在
宅
介
護
者
の
会
を
ご
存
知
で
す
か
。
在
宅
介
護
を
行
っ
て
い

る
家
族
や
経
験
者
な
ど
が
、
交
流
を
通
じ
て
相
互
の
親
睦
を
図
る
と
共
に

研
修
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
介
護
に
か
か
る
課
題
解
決
に
取
組
み
、
福
祉
の
向
上
を
図
る
相

談
の
場
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
の
介
護
者
の
会
は
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
お

し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
映
画
『
恍こ

う
こ
つ惚
の
人
』
を
鑑
賞
後
、
感

想
な
ど
を
み
ん
な
で
お
し
ゃ
べ
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日　

時
】
７
月
18
日
㈭　

12
月
19
日
㈭　

13
時
～
16
時

【
場　

所
】
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
「
桂
寿
苑
」

【
参
加
費
】
２
０
０
円
（
申
込
不
要
）

申
込
・
問
合
先　

桂
川
町
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
６
５
・
２
２
７
１

桂
川
町
在
宅
介
護
者
の
会

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
の
ご
紹
介

◆ 桂川町社会福祉協議会 募　集

今
年
は
、
お
盆
期
間
中
も
通
常
ど
お
り
ご
み
収
集
し
ま
す
！

お
盆
期
間
の
ご
み
収
集
、
ご
み
焼
却
場
へ
の
一
般
持
込
み

◆ 保険環境課 生活環境係 お知らせ
　

８
月
の
お
盆
期
間
は
、
次
の
日
程
で
、
ご
み
収
集
運
搬
を
し
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

月　

日

ご
み
収
集

焼
却
場
へ
の
一
般
持
込
み

８
月
11
日
㈰

お
休
み

お
休
み

８
月
12
日
㈪

通
常
ど
お
り

通
常
ど
お
り
９
時
～
16
時
30
分
受
付

８
月
13
日
㈫

８
月
14
日
㈬

８
月
15
日
㈭

※
８
月
は
、
粗
大
ご
み
の
収
集
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

保
険
環
境
課 

生
活
環
境
係　

☎
６
５
・
１
０
９
７
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未来ちゃん情報局
王塚装飾古墳館のマスコットキャラクター　未来ちゃん

◆ 住民課 住民年金係お知らせ

ご存知ですか？

国民年金保険料免除制度について
　国民年金保険料を未納のままに放置すると、将来の老齢年金を受け取ることができず、また、いざというとき

の障害年金や遺族年金を受け取ることもできなくなる場合があります。経済的な理由などで国民年金の保険料を

納めることが困難な場合には、保険料の納付が免除される「保険料免除申請」をしてください（任意加入被保険

者は除きます）。所得額だけでなく、失業・生活扶助等が免除該当要件となる場合もあります。

【申請手続き】

保険料免除の申請は、原則として毎年度手続きが必要です。

　○平成 25 年度分（平成 25 年７月から平成 26 年６月までの分）の免除を希望される方

　　⇒平成 25 年７月１日以降に役場に申請してください。

　○平成 24 年度分（平成 24 年７月から平成 25 年６月までの分）の免除を希望される方

　　⇒平成 25 年７月 31 日までに役場に申請してください。

【申請に必要なもの】

　○ 印鑑

　○ 本人確認書類（免許証、保険証、年金手帳等）

　○ 平成 25 年度の所得証明

　　（平成 25 年度分を申請する方で、 平成 25 年１月１日以降に桂川町に転入された方のみ）

　○ 平成 24 年度の所得証明

　　（平成 24 年度分を申請する方で、 平成 24 年１月１日以降に桂川町に転入された方のみ）

※ 失業等により次の証明を持っている方は、一緒に提出してください。

　○ 雇用保険受給資格者証

　○ 雇用保険被保険者離職票

　○ 離職者支援資金の貸付決定通知書

　○ 上記に準ずる公的機関の証明

◆ 免除制度は、「納めなくて大丈夫」ということではありません！

　免除制度は、決して「納めなくて大丈夫」ということではなく、将来もらえる年金額は減ってしまいます。

免除を受けた期間は、10 年以内ならさかのぼって納めることができますので、支払える状況になれば納めて

いただくことをお勧めします（ただし、２年度過ぎると当時の保険料に加算金がつきます）。さかのぼって納

付（追納）を希望される方は、直方年金事務所にご連絡ください。

問合先　直方年金事務所 ☎０９４９・２２・０９０５

　　　　住民課 住民年金係　☎６５・３３０１

◆ 保険環境課 医療介護保険係 お知らせ

被
保
険
者
証
・
減
額
認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
８
月
か
ら
被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す
】

　

現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
７
月

31
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る
新

し
い
被
保
険
者
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
を
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
７
月

31
日
ま
で
に
新
し
い
被
保
険
者
証
が
届
か
な
い
場
合
は
、
お
問
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
被
保
険
者
証
の
自
己
負
担
割
合
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
】

　

医
療
機
関
で
受
診
す
る
際
の
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
は
、
毎
年
、
前

年
中
の
所
得
を
も
と
に
判
定
を
行
い
ま
す
。

　

自
己
負
担
割
合
は
、
通
常
１
割
で
す
が
、
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
の
い

ず
れ
か
の
人
の
住
民
税
の
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
で
あ
る
場
合
に

は
、
３
割
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
、
役
場
窓
口
に
申
請
す
れ
ば
１
割
と
な
り
ま
す
。

○
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
２
人
以
上
の
場
合

　
　

同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の
収
入
の
合
計
額
が
５
２
０
万
円
未
満

○
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
本
人
の
み
の
場
合
（
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
）

　
　

①
本
人
の
収
入
が
３
８
３
万
円
未
満

　
　

②
本
人
と
同
じ
世
帯
の
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
の
収
入
の
合
計
額

　
　
　

が
５
２
０
万
円
未
満

【
減
額
認
定
証
が
８
月
に
更
新
と
な
り
ま
す
】

　

現
在
、
限
度
額
適
用･

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
ご
利
用
の
方
は
、

有
効
期
限
が
７
月
31
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
減
額
認
定
証
を
す
で
に
お

持
ち
の
人
で
、
平
成
25
年
度
も
住
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
人
に
は
、
８
月

１
日
か
ら
使
用
で
き
る
新
し
い
減
額
認
定
証
を
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

減
額
認
定
証
の
交
付
を
新
た
に
希
望
す
る
場
合
は
、
役
場

窓
口
で
申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の 

　

印
鑑
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、
ま
た
、
入
院
期

間
が
確
認
で
き
る
物
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先　

保
険
環
境
課 

医
療
介
護
保
険
係　

☎
６
５
・
１
０
９
７

◆ 保険環境課 医療介護保険係 お知らせ
　

平
成
25
年
度
の
市
町
村
民
税
な
ど
を
も
と
に
、
介
護
保
険
料
の
計
算
を

行
い
、
そ
の
決
定
通
知
書
を
８
月
上
旬
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。
保
険
料
率

は
昨
年
度
か
ら
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
ご
本
人
や
世
帯
の
市
町
村
民
税
の
課
税
状
況
や
所
得
な
ど
に
変
動
が
あ

　

る
場
合
は
、
昨
年
度
と
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
納
付
方
法
に
つ
い
て
】

　

介
護
保
険
料
を
年
金
天
引
き
で
納
め
て
い
る
人
は
、
今
回
決
定
し
た
年

間
保
険
料
額
か
ら
４
月
・
６
月
・
８
月
に
天
引
き
し
た
保
険
料
（
仮
徴
収
分
）

を
差
し
引
い
た
金
額
が
、
10
月
・
12
月
・
２
月
に
年
金
か
ら
天
引
き
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
納
付
書
、
口
座
振
替
な
ど
で
納
め
て
い
る
人
は
、
８
月

期
か
ら
来
年
３
月
期
ま
で
８
回
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
老
齢(

退
職)

、
障
害
、
遺
族
年
金
の
受
給
額
が
年
間
18
万
円
未
満
の
人

や
、
65
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
人
、
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
外
の

市
町
村
か
ら
転
入
し
た
人
な
ど
は
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
な
ど
で

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
皆
さ
ん
の
保
険
料
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
！
】

　

特
別
な
事
情
が
な
く
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
滞
納
期
間
に
応
じ
て
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
の
自
己
負
担
額
が
変
更
に
な
る
な
ど
の
制

限
（
給
付
制
限
）
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、皆
様
か
ら
納
付
し
て
い
た
だ
く
保
険
料
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。保
険
料
納
付
に
つ
い
て
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
る
と
納
め
忘
れ
も
な
く
安
心
で

　

す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
下
さ
い
。

▽
災
害
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
保
険
料
を
納
め
る

　

こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
と
き
は
、
保
険
料
の
減
免
や
納

　

付
猶
予
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先　

保
険
環
境
課　

医
療
介
護
保
険
係

☎
６
５
・
１
０
９
７

８
月
上
旬
ま
で
に
65
歳
以
上
の
人
に

平
成
25
年
度
介
護
保
険
料
の
決
定
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
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熱
中
症
と
は
？

　

人
間
の
体
は
、
暑
い
と
き
に
は
、
皮
膚

か
ら
熱
を
逃
が
し
た
り
、
汗
を
か
い
て
、

そ
の
汗
が
蒸
発
す
る
こ
と
で
熱
が
奪
わ
れ

て
体
温
を
調
節
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
体

内
の
水
分
や
塩
分
が
不
足
し
て
脱
水
状
態

に
な
る
と
、
体
内
の
熱
を
外
に
出
せ
な
く

な
り
、
熱
が
こ
も
っ
て
様
々
な
体
の
変
調

を
き
た
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
態
が
「
熱
中
症
」
で
す
。

▼
高
齢
者
は
特
に
注
意
！

　

熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数
は
高

齢
者
で
す
。
高
齢
者
は
、
暑
さ
や
水

分
不
足
に
対
す
る
感
覚
機
能
が
低
下

し
て
お
り
、
暑
さ
に
対
す
る
体
の
調

整
機
能
も
低
下
し
て
い
ま
す
。

　

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
て
い
な
く
て

も
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
た
り
、

暑
さ
を
感
じ
な
く
て
も
扇
風
機
や
エ

ア
コ
ン
を
使
っ
て
温
度
調
整
を
す
る

よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
無
理
の
な
い
節
電
を
！

　

節
電
を
意
識
し
す
ぎ
る
あ
ま
り
、

健
康
を
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
気
温
や
湿
度
の
高

い
日
は
、
無
理
な
節
電
は
せ
ず
に
、

適
度
に
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
用

す
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】

　

健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
係

　

☎
６
５
・
０
０
０
１

重
症
度

病　

型

症　

状

応
急
処
置

軽
症
（
Ⅰ
度
）

熱
け
い
れ
ん

○
筋
肉
が
つ
っ
た
状
態
に
な
り
、
そ

の
部
分
の
痛
み
を
伴
い
ま
す
。

○
発
汗
に
伴
う
塩
分
の
欠
乏
に
よ
り

生
じ
ま
す
。

○
す
ぐ
に
涼
し
い
場
所
へ
移
り
、
体
を

冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

○
衣
服
を
緩
め
ま
し
ょ
う
。

熱
失
神

○
「
立
ち
く
ら
み
」
と
い
う
状
態
で
、

脳
へ
の
血
流
が
瞬
間
的
に
不
十
分

に
な
っ
た
状
態
で
す
。
ほ
か
に
、

脈
拍
が
速
く
弱
い
、
顔
色
が
悪
く

な
る
、
く
ち
び
る
の
し
び
れ
が
見

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○
水
分
・
塩
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

　
（
意
識
障
害
が
あ
る
と
き
や
、
吐
き

気
を
訴
え
る
場
合
は
、
水
分
摂
取

を
控
え
、
す
ぐ
に
救
急
隊
へ
連
絡

し
ま
し
ょ
う
）

中
等
症
（
Ⅱ
度
）

熱
疲
労

○
め
ま
い
、
疲
労
感
、
脱
力
感
、
吐

き
気
、
頭
痛
、
お
う
吐
な
ど
の
症

状
が
現
れ
ま
す
。
ほ
か
に
、
血
圧

低
下
、
皮
膚
の
蒼
白
、
多
量
の
発

汗
な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。

○
足
を
高
く
し
て
休
み
ま
し
ょ
う
。

○
自
力
で
水
分
・
塩
分
を
摂
れ
な
い

場
合
は
す
ぐ
に
救
急
隊
へ
連
絡
し

ま
し
ょ
う
。

重
症
（
Ⅲ
度
）

熱
射
病

○
呼
び
か
け
や
刺
激
へ
の
反
応
が
お

か
し
い
、
体
に
ガ
ク
ガ
ク
と
ひ
き

つ
け
が
あ
る
、
ま
っ
す
ぐ
走
れ
な

い
、
歩
け
な
い
、
過
呼
吸
な
ど
の

症
状
が
現
れ
ま
す
。

○
太
い
血
管
が
あ
る
首
、
脇
の
下
、

足
の
付
け
根
な
ど
を
水
や
氷
で
冷

や
し
ま
し
ょ
う
。

○
す
ぐ
に
救
急
隊
を
要
請
し
ま
し
ょ
う
。

高
体
温

○
体
に
触
る
と
熱
い
と
い
う
感
触
が

あ
り
ま
す
。

▼
急
に
暑
く
な
る
日
は
注
意
！

　

熱
中
症
は
、
急
な
温
度
・
湿
度
の

上
昇
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
や
す

い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

▼
生
活
習
慣
を
改
善
！

　

脱
水
や
欠
食
、
飲
酒
、
睡
眠
不
足

な
ど
の
状
態
の
人
は
、
ほ
か
の
人
よ

り
も
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
個
人
の
条
件
を
考
慮
！

　

体
調
不
良
の
人
、
貧
血
の
人
、
皮

下
脂
肪
の
厚
い
人
、
心
肺
機
能
が
弱

い
人
、
自
律
神
経
や
循
環
機
能
に
影

響
を
与
え
る
薬
を
飲
ん
で
い
る
人
は
、

ほ
か
の
人
よ
り
も
熱
中
症
に
な
り
や

す
い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が

い
者
な
ど
は
、
自
力
で
の
水
分
摂
取

や
温
度
調
整
が
難
し
い
こ
と
が
あ
る

た
め
、
周
り
の
方
が
協
力
し
て
注
意

深
く
見
守
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
暑
さ
を
避
け
よ
う
！

　

屋
外
で
は
、「
日
陰
を
選
ぶ
」、「
直

射
日
光
を
避
け
る
」、「
帽
子
を
か
ぶ

る
」、「
日
傘
を
さ
す
」
な
ど
。

　

屋
内
で
は
、「
す
だ
れ
を
つ
け
る
」、

「
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
る
」、「
扇
風
機

や
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
る
」
な
ど
。

▼
服
装
に
注
意
！

　
「
吸
収
性
の
良
い
下
着
を
選
ぶ
」、

「
黒
色
系
の
素
材
は
避
け
る
」、「
襟

元
は
な
る
べ
く
緩
め
る
」
な
ど
。

▼
こ
ま
め
に
水
分
摂
取
を
！

　
「
お
茶
」、「
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
」、

「
食
塩
水
（
０
・
２
％
程
度
）」
な
ど
。

※
の
ど
が
渇
い
た
と
感
じ
た
と
き
に

は
、
か
な
り
脱
水
が
進
ん
で
い
る

状
態
で
す
。

※
ビ
ー
ル
な
ど
ア
ル
コ
ー
ル
類
は
、

一
時
的
に
水
分
は
と
れ
て
も
そ
の

後
、
そ
れ
以
上
の
水
分
が
尿
と
し

て
出
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

 
熱
中
症
に
ご
注
意
！

 
注
意
と
お
願
い

 

熱
中
症
の
症
状

 

熱
中
症
の
予
防
は
？
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桂
川
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ま

わ
り
の
里
」
に
お
い
て
５
月
23
日

の
11
時
よ
り
、
人
権
出
前
講
座
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
回
人
権
出
前
講
座
を
申
し
込

ま
れ
た
の
は
、「
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク　

ぼ
ろ
ん
て
21
桂
川
（
代
表
：

大
野
節
子
さ
ん
）」
で
す
。

　

今
回
の
人
権
出
前
講
座
で
実
施
し
た

テ
ー
マ
は
、「
子
ど
も
の
人
権
」
で
、
講

師
に
筑
豊
教
育
事
務
所 

人
権
・
同
和
教
育

室 

社
会
教
育
主
事
の
河
島
健
治
氏
を
お

迎
え
し
て
、「
さ
あ
！
大
人
の
出
番
で
す
！

　

あ
な
た
の
言
葉
を
子
ど
も
の
心
に
届
け

る
た
め
に　

～
ほ
わ
ほ
わ
言
葉
と
ち
く
ち

く
言
葉
」
と
題
し
て
、
研
修
を
行
い
ま
し

た
。

　

河
島
氏
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
い
、

パ
ソ
コ
ン
の
画
面
を
大
き
く
映
し
出
し
な

が
ら
話
し
た
り
、
途
中
で
音
楽
を
流
し
て

参
加
者
に
聞
か
せ
た
り
す
る
な
ど
、
多
様

な
手
法
で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
河
島
氏

は
、
様
々
な
角
度
か
ら
子
ど
も
の
人
権
に

つ
い
て
話
を
す
る
中
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

【
人
権
出
前
講
座
】

【
問
合
先
】
〒
８
２
０
‐
０
６
０
６

　

嘉
穂
郡
桂
川
町
大
字
土
居
３
６
０
番
地  

桂
川
町
人
権
セ
ン
タ
ー
内

　

隣
保
・
人
権
同
和
教
育
係
（
☎
６
５
・
１
１
８
７
）

－人権だより－
vol.30

声
か
け
に
つ
い
て
、「
ど
う
す
れ
ば
、
よ

り
子
ど
も
た
ち
の
心
に
大
人
の
思
い
が

届
く
の
か
」
な
ど
、
体
験
談
な
ど
を
交

え
な
が
ら
や
さ
し
く
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
約
40
名
か
ら
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
今
後
実
践

し
て
い
き
た
い
」「
言
葉
の
大
切
さ
、
良

さ
を
再
認
識
し
た
。
勉
強
に
な
り
ま
し

た
」
な
ど
の
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

人
権
出
前
講
座
で
は
、
今
後
も
多
く

の
人
権
問
題
に
沿
っ
た
講
師
を
様
々
な

団
体
の
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
人

権
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
の
ご
紹
介

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法

務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
て
、

人
権
に
関
す
る
悩
み
相
談

を
受
け
た
り
、
子
ど
も
た

ち
に
命
の
大
切
さ
や
思
い

や
り
を
育
む
活
動
な
ど
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　

桂
川
町
で
は
、
池
田
誠

さ
ん
、
青
山
嘉
世
子
さ
ん
、

川
野
美
枝
子
さ
ん
、
樋
口

惇
さ
ん
の
４
人
の
方
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▲左から池田さん、青山さん、川野さん、樋口さん

特
設
人
権
相
談
所

　
　
　
　
～
全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
～

　

８
月
１
日
は
全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す
。
そ
れ

に
合
わ
せ
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
あ
な
た
の
悩
み

を
人
権
擁
護
委
員
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

８
月
１
日
㈭　

13
時
～
16
時

場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
の
里
」

問
合
先　

福
岡
法
務
局
飯
塚
支
局
内

　

飯
塚
人
権
擁
護
委
員
協
議
会　

☎
２
２
・
１
５
８
０

【開館時間】火曜日～土曜日：９時 30 分 ～ 18 時 30 分
　　　　　 日曜日：９時 30 分 ～ 17 時

〈図書館カレンダー〉 ■は休館日です。

○は、ミニミニおはなし会開催日（14 時～）

夏休み期間中は水曜日と土曜日の週２回実施します！

日 月 火 水 木 金 土
8月 ７月

日 月 火 水 木 金 土
1
 8

 15 
22
29

2
9
16
 23
30

4
11 
18
25

 

5
12
19
26

3
 10 
17 
24
31

1
8
15
 22
29

6
13
20
27

7
14
21
28

2
9
16
23
30

3
10
17
24
31

5
12 
19
26

  6 
13 
20
27

7
14
21
28
       

4
11
18
25

日 月 火 水 木 金 土
8月 ７月

日 月 火 水 木 金 土
1
 8

 15 
22
29

2
9
16
 23
30

4
11 
18
25

 

5
12
19
26

3
 10 
17 
24
31

1
8
15
 22
29

6
13
20
27

7
14
21
28

2
9
16
23
30

3
10
17
24
31

5
12 
19
26

  6 
13 
20
27

7
14
21
28
       

4
11
18
25

お問い合わせは

☎６５ー４９４６
よ く よ む 図書館だより　 July

7月号

　

　町立図書館で、本の貸出や返却の受付をしたり、本の整
理などの図書館員の体験をしてみませんか。皆さんの参加
をお待ちしています。

【日　時】８月８日（木）　９時から 16 時
【場　所】桂川町立図書館
【対　象】町内小学 5・6 年生
【定　員】８人（申込多数の場合は抽選）
【持参物】お弁当・水筒・エプロン・筆記用具
【申　込】
　町立図書館または学校図書館にある申込書に必要事項を
記入の上、７月 28 日（日）までに町立図書館にお申し込
みください。

「一日図書館員体験」参加者募集！

　毎年、図書館まつりの日に
行っていた人形芝居を、今年は
夏休みに行います。親子やお友
達同士で、楽しいひと時を過ご
しませんか。

【日　時】８月４日（日）　 14 時から 15 時
【場　所】桂川町立図書館　フリースペース

「千夜一夜物語 アラジンと魔法のランプ」
人形芝居かすぺる 公演

　
　今年の夏休み工作は、フィンランドの伝統装
飾で、麦

むぎわら

藁で作った多面体の飾りをつなげた「ヒ
ンメリ」を作ります。
　夏休みの思い出に、ご家族の方やお友達と一
緒にビーズをあしらったヒンメリ作りに参加し
ませんか。

【日　時】８月 25 日（日）　10 時から 12 時
【場　所】桂川町立図書館　フリースペース
【対象者】小学生以上の町内在住者又は勤務者

（図書館利用者カード登録者）
【定　員】20 人（申込多数の場合は抽選）
【参加費】500 円
【講　師】岩下裕美子氏
【持参物】はさみ（糸切り
はさみ）・定規（15cm ～
30cm）・大判のハンカ
チ・持ち帰り用袋・ぬい
ぐるみ針やふとん針（あ
れば持参）

【申　込】8 月 11 日（日）
締切。（電話申込可）

「夏休み工作」参加者募集！

　

New Book

新着図書入荷
桂川町立図書館

一部紹介

ま
た
次
の
春
へ

　
　

著
者
：
重
松
清　

出
版
：
扶
桑
社

山
本
周
五
郎
愛
妻
日
記

　
　

著
者
：
山
本
周
五
郎　

　
　

出
版
：
角
川
春
樹
事
務
所

世
界
で
一
番
美
し
い
名
画
の
解
剖
図
鑑

　
　

編
著
者
：
カ
レ
ン
・
ホ
サ
ッ
ク
・

　
　
　

ジ
ャ
ネ
ス
ほ
か

　
　

出
版
：
エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ

正
し
い
「
歯
の
矯
正
」
の
本

　

～
本
当
に
健
康
で
う
つ
く
し
い
歯
並

　

び
を
手
に
入
れ
る
～

　
　

著
者
：
海
老
澤
博

　
　

出
版
：
農
山
漁
村
文
化
協
会

レ
ジ
ン
で
作
る
わ
た
し
だ
け
の
ア
ク

　

セ
サ
リ
ー

　
　

デ
ザ
イ
ン
・
制
作
：

　
　
　

ｋ
ｉ
ｎ
ｃ
ｏ
ｔ 

森
み
さ

　
　

出
版
：
文
化
学
園
文
化
出
版
局

カ
ラ
ス
の
ス
ッ
カ
ラ

　
　

作　

：
石
津
ち
ひ
ろ　

　
　

絵　

：
猫
野
ぺ
す
か

　
　

出
版
：
佼
成
出
版
社

い
も
ほ
り
コ
ロ
ッ
ケ
（
行
事
と
食
べ

　

も
の
の
読
み
聞
か
せ
絵
本
）

　
　

文　

：
お
だ
し
ん
い
ち
ろ
う　

　
　

絵　

：
こ
ば
よ
う
こ

　
　

出
版
：
講
談
社

か
あ
ち
ゃ
ん
取
扱
説
明
書

　
　

作　

：
い
と
う
み
く　

　
　

絵　

：
佐
藤
真
紀
子

　
　

出
版
：
童
心
社

こ
り
ゃ
な
ん
だ
う
た
（
日
本
傑
作
絵

　

本
シ
リ
ー
ズ
）

　
　

作　

：
谷
川
晃
一

　
　

出
版
：
福
音
館
書
店

ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
カ
ラ
コ
ち
ゃ
ん　

　
（
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
お
は
な
し
る
ん

　

る
ん
⑩
）

　
　

さ
く
・
え
：
や
な
せ
た
か
し　

　
　

出
版
：
フ
レ
ー
ベ
ル
館

平 25. 広報けいせん 7 月　 14 頁15 頁　 平 25. 広報けいせん 7 月



　

毎
月
第
３
木
曜
日
に
、
住
民
セ
ン

タ
ー
で
１
人
30
分
間
の
無
料
法
律
相
談

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
必
ず
前
日
ま

で
に
電
話
等
で
予
約
を
し
た
上
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日　

時　

7
月
18
日
㈭　

８
月
15
日
㈭

　
　
　
　

９
月
19
日
㈭　

13
時
～
16
時

場　

所　

桂
川
町
住
民
セ
ン
タ
ー 

研
修
室

問
合
先　

桂
川
町
役
場 

総
務
課 

庶
務
係

　

☎
６
５
・
１
１
０
０

　

民
事
調
停
や
家
事
調
停
に
つ
い
て
、

調
停
委
員
が
調
停
手
続
き
の
利
用
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日　

時　

７
月
24
日
㈬　

10
時
～
15
時

場　

所　

飯
塚
市
二
瀬
公
民
館

　
（
飯
塚
市
川
津
六
百
七
十
五
ー
一
）

問
合
先　

飯
塚
調
停
協
会

　

☎
２
２
・
１
１
５
０

　

各
種
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

相
談
・
法
律

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

暮らし の 情報

暮
ら
し
の
情
報

暮
ら
し
の
情
報

商
工
会
月
例
経
営
塾
開
催

催
し
・
募
集

　

桂
川
町
、
飯
塚
市
、
嘉
麻
市
の
商
工

会
と
福
岡
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
毎

月
第
４
水
曜
日
に
、
商
工
会
月
例
経
営

塾
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
無
料
で
簡
単
な
Ｈ
Ｐ

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
！
）」
を
テ
ー
マ

と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

７
月
24
日
㈬　

　
　
　
　

18
時
30
分
～
20
時

場　

所　

飯
塚
市
商
工
会

　
（
飯
塚
市
役
所
穂
波
支
所
横
）

講　

師　

Ｉ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
　
　
　

古
堀 

俊
行 

氏　

対
象
者　

経
営
者
・
従
業
員
・
創
業
予

　

定
者
（
定
員
：
50
人
）

受
講
料　

５
０
０
円（
商
工
会
員
は
無
料
）

締　

切　

７
月
19
日
㈮
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先　

桂
川
町
商
工
会

　

☎
６
５
・
０
０
２
０

　

裁
判
所
親
子
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

実
際
に
使
用
し
て
い
る
法
廷
で
、
模
擬

裁
判
や
記
念
撮
影
、
裁
判
官
へ
の
質
問

　

福
岡
県
立
嘉
穂
特
別
支
援
学
校
で

は
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

演　

題　
「
社
会
的
な
自
立
に
向
け
た
子

ど
も
達
へ
の
支
援
の
在
り
方
」 

講　

師　

土
井 

髙
德 

氏

　
（
児
童
福
祉
施
設 

土
井
ホ
ー
ム
代
表
）

日　

時　

８
月
２
日
㈮　

９
時
～
12
時

場　

所　

嘉
麻
市
な
つ
き
文
化
ホ
ー
ル

　
（
嘉
麻
市
岩
崎
六
十
三
ー
八
）

対
象
者　

嘉
飯
桂
地
区
の
保
・
幼
・
小
・

中
学
校
教
職
員
お
よ
び
療
育
・
福
祉

な
ど
の
関
係
者
、
筑
豊
地
区
県
立
高

等
学
校
の
教
職
員
な
ど

　
（
右
記
以
外
に
つ
い
て
は
要
問
合
わ
せ
）

参
加
費　

無
料

問
合
先　

福
岡
県
立
嘉
穂
特
別
支
援
学
校

　

☎
４
２
・
１
５
１
１

　
「
防
ご
う
！
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
」
と
題
し
て
食
中
毒
予
防
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日　

時　

８
月
21
日
㈬　

13
時
～

場　

所　

イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン

　
（
飯
塚
市
飯
塚
十
四
ー
六
十
六
）

学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

タ
イ
ム
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
夏

休
み
の
自
由
研
究
に
い
か
が
で
す
か
。

日
時　

８
月
20
日
㈫　

14
時
～
16
時

場
所　

福
岡
地
方
裁
判
所
飯
塚
支
部

　
（
飯
塚
市
新
立
岩
十
ー
二
十
九
）

対
象　

小
学
５
・
６
年
生
と
そ
の
保
護
者

　
（
必
ず
保
護
者
同
伴
で
参
加
）

参
加
費　

無
料
（
定
員
：
25
組
。
定
員

　

に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
地
方
裁
判
所 

飯
塚
支
部 

庶
務
係　

　

☎
２
２
・
１
１
５
０

　

福
岡
県
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
児

童
に
対
し
て
、
学
力
向
上
の
た
め
の
学

習
支
援
を
行
っ
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容　

学
校
授
業
の
補
習
な
ど
の

　

学
習
支
援

対
象
児
童　

小
学
生
～
中
学
生

場　

所　

各
家
庭
ま
た
は
施
設

時　

間　

２
時
間

そ
の
他　

資
格
不
要
。
交
通
費
支
給
。

　

希
望
地
域
や
時
間
な
ど
は
応
相
談
。

応
募
・
問
合
先　

福
岡
県
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会

　

☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
２
２　
　

参
加
費　

無
料
（
申
込
不
要
）

問
合
先　

福
岡
県 

保
健
医
療
介
護
部 

保
健
衛
生
課

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
８
０

　【
採
用
試
験
等
に
つ
い
て
の
説
明
会
】

　

○
７
月
21
日
㈰　

10
時
～

　
　

嘉
麻
市
役
所
１
階

　

○
７
月
28
日
㈰　

10
時
～

　
　

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部 

飯
塚

　

地
域
事
務
所
２
階

問
合
先　

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部 

　

飯
塚
地
域
事
務
所

　

☎
２
２
・
４
８
４
７

　

ホ
ー
ル
（
福
岡
市
中
央
区
天
神
一
ー

　

四
ー
二
）

問
合
先　

福
岡
県 

農
林
水
産
部 

経
営

　

技
術
支
援
課 

後
継
人
材
育
成
室

　

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
４
９
５

　

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者

の
皆
様
を
対
象
に
、
職
業
訓
練
に
よ
る

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
早
期
就
職
を
目
指
す

求
職
者
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

制
度
内
容

▽
再
就
職
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に

付
け
る
た
め
の
職
業
訓
練
を
受
講

で
き
ま
す
。

▽
訓
練
期
間
中
も
訓
練
終
了
後
も
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
積
極
的
に
就
職

支
援
し
ま
す
。

▽
一
定
要
件
を
満
た
す
方
に
、
訓
練

期
間
中
、
月
10
万
円
の
「
職
業
訓

練
受
講
給
付
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

対　

象　

　

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し
込

み
を
し
て
い
る
こ
と

　

○
雇
用
保
険
に
加
入
中
で
な
い
ま
た
は

雇
用
保
険
を
受
給
し
て
い
な
い
こ
と

問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
塚

　

☎
２
４
・
８
６
０
９

　
「
北
九
州
い
の
ち
の
電
話
」
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
電
話
相
談
人
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

申
込
条
件　

20
歳
～
68
歳
で
、
養
成
講

　

座
に
参
加
で
き
る
人

養
成
期
間

　

○
講
座　

９
月
～
平
成
26
年
11
月

　

○
実
習　

平
成
26
年
４
月
～
11
月

　
　
　
　
　
（
７
月
に
１
泊
研
修
あ
り
）

受
講
料　

３
万
円
（
定
員
：
30
名
）

そ
の
他　

申
込
方
法
等
詳
し
く
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

社
会
福
祉
法
人 

北
九
州
い
の

　

ち
の
電
話

　

☎
０
９
３
・
６
５
２
・
６
６
２
８

　

農
林
漁
業
を
始
め
て
み
た
い
人
、
農

林
漁
業
事
業
体
へ
の
就
業
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、「
ふ
く
お
か
農
林
漁
業

新
規
就
業
セ
ミ
ナ
ー
・
就
業
相
談
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日　

時　

８
月
11
日
㈰ 

13
時
～
16
時
30
分

場　

所　

エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
８
階
大

「
い
の
ち
の
電
話
」
相
談
員
募
集

無
料
調
停
相
談
会

夏
休
み
！
裁
判
所
親
子
見
学
会

特
別
支
援
学
校
教
育
講
演
会

講
演
・
研
修

平
成
25
年
度
自
衛
官
採
用
試
験

試
験
・
採
用

農
林
漁
業
就
業
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会

生
活
・
雇
用

食
中
毒
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

募集種目 資格 受付期間 試験日

一般曹候補生

18 歳以上
27 歳未満の者

８月１日

～

９月６日
９月 16 日

自衛官候補生
（男子）

年間を通
じて実施

受付時に連絡

自衛官候補生
（女子） ８月１日

～

９月６日

９月 22 日
～ 26 日

航空学生
（男女）

高卒（見込含む）
21 歳未満の者

９月 21 日

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
・
ふ
く
お
か

　
　
　
　

 
～
第
56
回
福
岡
県
民
体
育
大
会
～

【
夏
季
大
会
】（
水
泳
競
技
）

　

○
開
催
日　

平
成
25
年
８
月
25
日
㈰

　

○
会　

場　

県
営
筑
豊
緑
地
プ
ー
ル

　
　
（
飯
塚
市
仁
保
八
ー
二
十
五
）

【
秋
季
大
会
】（
13
競
技
種
目
）

　

○
開
催
日　

平
成
25
日
９
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

　

○
会　

場　

筑
豊
地
区
各
地

問
合
先　

桂
川
町
体
育
協
会
（
桂
川
町
総
合

　

体
育
館
内
）　

☎
６
５
・
５
１
４
５

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
開
催
！

　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
）
が
、
約
40
年
ぶ
り
に
福
岡
の
地
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

今
大
会
は
北
部
九
州
地
方
を
会
場
と
し
て
、

様
々
な
競
技
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

桂
川
町
総
合
体
育
館
で
は
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
競
技
が
開
催
さ
れ
、
ベ
ス
ト
８
ま
で
が
決

定
し
ま
す
。

日　

程　

８
月
４
日
㈰
・
５
日
㈪
・
６
日
㈫

場　

所　

桂
川
町
総
合
体
育
館
・
飯
塚
第
１

　

体
育
館
ほ
か

申
込
等　

不
要
（
入
場
料
無
料
）

問
合
先　

桂
川
町
総
合
体
育
館　

　

☎
６
５
・
５
１
４
５

求
職
者
支
援
制
度
に
つ
い
て

平 25. 広報けいせん 7 月　 16 頁17 頁　 平 25. 広報けいせん 7 月



暮らし の 情報

暮
ら
し
の
情
報

　

不
妊
に
悩
む
ご
夫
婦
に
対
す
る
不
妊

治
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
治
療　

指
定
医
療
機
関
に
お
い
て
受

け
た
体
外
受
精
ま
た
は
顕
微
授
精
（
凍

結
卵
・
胚
を
使
用
し
た
治
療
を
含
む
）

　

▽
凍
結
保
存
料
は
、
非
対
象
で
す
。

　

▽
採
卵
に
至
ら
な
い
場
合
、非
対
象
で
す
。

対
象
者　

　

○
福
岡
県
内
に
お
住
ま
い
の
ご
夫
婦

○
夫
お
よ
び
妻
の
前
年
の
合
計
所
得

金
額
が
７
３
０
万
円
未
満
の
ご
夫
婦

助
成
内
容　

　

○
１
回
の
治
療
に
つ
き
上
限
額
15
万
円　

　
（
一
部
の
治
療
は
上
限
が
７
万
５
千
円
）

　

○
１
年
度
目
は
年
３
回
ま
で
、
２
年

　

度
目
以
降
は
年
２
回
を
限
度

　

○
通
算
５
年
度
、
10
回
を
限
度

申
請
期
間　

治
療
が
終
了
し
た
日
の
属

す
る
年
度
内
（
３
月
31
日
）
ま
で

問
合
先　

嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境

事
務
所 

健
康
増
進
課 

健
康
推
進
係

　

☎
２
９
・
０
２
７
７

　

　

今
年
度
、
治
療
法
の
開
発
な
ど
、
カ

ネ
ミ
油
症
に
関
す
る
調
査
研
究
を
更
に

推
進
す
る
た
め
、
カ
ネ
ミ
油
症
認
定
患

者
を
対
象
と
し
た
健
康
実
態
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

県
か
ら
調
査
に
関
す
る
通
知
が
届
い

て
い
な
い
認
定
患
者
の
方
で
、
調
査
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
福
岡
県
保

健
衛
生
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

方
に
は
、
国
か
ら
健
康
調
査
支
援
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
カ
ネ
ミ
油
症
患
者
の
油
症
発

生
当
時
の
同
居
家
族
で
、
一
定
の
基
準

を
満
た
し
た
方
が
、
昨
年
か
ら
新
た
に

認
定
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
申
請
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

福
岡
県 

保
健
衛
生
課

　

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
８
０

　

カ
ネ
ミ
油
症
健
康
実
態
調
査

不
妊
治
療
助
成
費
に
つ
い
て

生
活
・
雇
用

学校の“今”を発信！　　連載「教育情報　桂川っ子」
問合先　桂川町教育委員会（☎ 65・1149）
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「
桂
川
っ
子
」
の
文
字
は
、

桂
川
中
学
校
美
術
部
員
が

デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
す
。

【
家
庭
教
育
の
手
引
き
の
活
用
①
】

　

有
意
義
な
夏
休
み
と

　
　
　
　

な
り
ま
す
よ
う
に
！

　
　
　
　
　

桂
川
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

指
導
主
事　

森 

隆

　
「
夏
休
み
」
と
い
う
言
葉
は
、
何
か

し
ら
ロ
マ
ン
が
感
じ
ら
れ
る
言
葉
で

す
。
大
人
に
な
っ
て
、
小
中
学
生
の

時
に
過
ご
し
た
「
夏
休
み
」
の
思
い

出
が
な
つ
か
し
く
よ
が
え
っ
て
来
る

方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
も
な
く
、
44
日
間
の
夏
休
み
に

入
り
ま
す
。（
今
年
は
、
曜
日
の
関
係

で
２
日
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。）

　

夏
休
み
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
学

校
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
て
自
由
に
生

活
で
き
る
楽
し
い
も
の
で
す
。
桂
川

町
の
子
ど
も
た
ち
も
、
今
か
ら
夏
休

み
を
ど
う
過
ご
そ
う
か
と
夢
を
抱
い

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

夏
休
み
が
終
わ
っ
た
と
き
、
結
局
、

何
も
出
来
な
か
っ
た
と
反
省
す
る
こ

と
も
多
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
保
護

者
に
と
っ
て
は
、
長
い
昼
間
の
時
間
、

ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
せ
る
か
心
配
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

夏
休
み
は
、
様
々
な
経
験
を
積
む

こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
の
個
性
を
伸

ば
せ
る
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
夏
休

み
に
入
る
前
に「
あ
れ
を
し
よ
う
」「
こ

子
ど
も
の
体
力

　

桂
川
中
学
校　

校
長　

安
永
保
之

　

経
済
や
科
学
技
術
の
発
展
に
よ
り
、

生
活
が
豊
か
で
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
健
康
診
断
で
は
、

生
徒
の
身
長
・
体
重
は
少
し
ず
つ
増

加
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
が
、「
全
国

体
力
・
運
動
能
力
調
査
」
で
は
、
運

動
能
力
は
低
下
の
傾
向
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ボ
ー
ル
投
げ
や
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
な

ど
の
種
目
で
男
女
を
問
わ
ず
運
動
能

力
が
低
下
し
て
い
る
の
は
、
本
町
だ

け
で
な
く
全
国
的
な
も
の
で
す
。
こ

の
全
国
体
力
・
運
動
能
力
調
査
で
注

目
し
た
い
の
は
、
東
北
地
方
の
県
は

学
力
も
高
い
で
す
が
、
体
力
・
運
動

能
力
も
高
い
こ
と
で
す
。
分
析
す
る

と
、

①
朝
食
を
し
っ
か
り
摂
る
こ
と
で
、

運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
て
い
る
。

②
運
動
に
よ
り
、
腹
筋
・
背
筋
が
強

く
な
り
、
座
る
力
（
姿
勢
を
維
持

す
る
力
）
が
つ
い
て
い
る
。

③
座
る
力
と
耐
性
の
力
が
つ
く
と
、

れ
を
し
よ
う
」
と
漠
然
と
話
し
合
う

の
で
は
な
く
、「
具
体
的
計
画
」
を
子

ど
も
と
相
談
し
な
が
ら
立
て
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

夏
休
み
に
何
か
を
継
続
し
て
活
動

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
に
身
に
付
く

も
の
は
、
大
き
く
違
っ
て
く
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。夏
休
み
を
ぜ
ひ
、「
子

ど
も
の
心
身
」
を
鍛
え
る
期
間
と
し

て
、
子
ど
も
と
相
談
し
な
が
ら
計
画

を
立
て
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

学
校
で
も
、
学
年
に
応
じ
た
計
画
表

等
を
作
成
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
自
主
的
な
活
動
を
見

守
り
つ
つ
も
保
護
者
と
し
て
示
唆
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
の
と
き
に
役
立
て
て
ほ
し
い
の

が
、
4
月
に
桂
川
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
が
作
成
し
、
小
中
学
校
の
保
護

者
に
配
付
さ
れ
た
「
家
庭
教
育
の
手

引
き
」
で
す
。『
家
庭
に
お
け
る
子
ど

も
と
の
接
し
方
』
や
『
子
ど
も
を
伸

ば
す
生
活
習
慣
・
学
習
習
慣
』
な
ど
、

参
考
に
な
る
こ
と
が
多
く
載
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
も
う
一
度
、
目
を
通
さ

れ
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

交
通
事
故
や
水
の
事
故
な
ど
が
起

き
ず
、
充
実
し
た
意
義
あ
る
夏
休
み

と
な
り
ま
す
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い

ま
す
。

聴
く
力
・
集
中
力
が
高
ま
る
。

④
座
る
力
が
つ
く
と
、
腰
の
負
担
が

減
り
腰
痛
を
起
こ
し
に
く
く
な
る
。

⑤
運
動
・
外
遊
び
を
通
し
て
、
仲
間

を
つ
く
る
力
を
身
に
付
け
や
す
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
や
、
体
力
と

学
力
は
比
例
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
校
は
体
力
向
上
策
と
し

て
次
の
よ
う
な
取
組
み
を
行
い
ま
す
。

①
体
育
の
授
業
の
は
じ
め
に
体
力
強

化
の
運
動
を
取
り
入
れ
る
。

②
部
活
動
の
参
加
率
を
高
め
る
。

　
（
現
在
は
81
％
）

③
授
業
中
の
座
る
姿
勢
を
正
し
く
す
る
。

④
運
動
の
基
盤
と
な
る
生
活
習
慣
の

充
実
の
啓
発
を
行
う
。

　

体
力
の
向
上
は
生
徒

の
生
活
意
欲
を
向
上
さ

せ
ま
す
。
今
度
と
も
、

本
校
の
教
育
へ
の
保
護

者
や
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
実
施
】

　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

養
育
費
な
ど
の
生
活
上
の
問
題
に
関
す

る
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。（
要
予
約
）

日　

時　

７
月
17
日
㈬　

13
時
～
15
時

場　

所　

嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境

　

事
務
所　
（
飯
塚
市
新
立
岩
八
ー
一
）

【
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
開
催
】　

日　

時　

９
月
10
日
～
24
日
（
う
ち
平

　

日
８
日
間
）　

18
時
～
21
時

場　

所　

飯
塚
市
立
岩
公
民
館

　
（
飯
塚
市
新
飯
塚
二
十
ー
三
十
）

対　

象　

県
内
（
福
岡
市
、
北
九
州
市

を
除
く
）
に
お
住
ま
い
の
母
子
家
庭
の

母
、
父
子
家
庭
の
父
、
ま
た
は
か
つ
て

母
子
家
庭
だ
っ
た
寡
婦
で
、
就
職
あ
る

い
は
転
職
を
希
望
し
て
い
る
方

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己

　

負
担
）

そ
の
他　

託
児
あ
り
（
要
予
約
）

申　

込　

申
込
書
に
記
入
の
上
、
８
月

　

21
日
ま
で
に
送
付

【
就
業
支
援
に
つ
い
て
】

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た
就
業
支

援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対　

象　

桂
川
町
在
住
の
母
子
家
庭
の

　

母
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父
（
い
ず
れ

　

も
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
）

日
時
・
場
所

　

○
平
日　

桂
川
町
総
合
福
祉
セ
ン
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平 25. 広報けいせん 5 月　 24 頁

あなたの健康を全力でサポートします！

けんこうＳＵＰＰＯＲＴ健 康 ー トサ ポ

　平成 17 年の厚生労働省の通知より、日本脳炎の予防接種の積極的勧奨を差し控えておりましたが、新ワ

クチンの開発により、平成 22 年８月から再開し、平成 24 年度は、３歳・５歳・８歳（小学２年生）・９歳 ( 小

学３年生 )・10 歳 ( 小学４年生 ) に積極的勧奨（個人通知）を行っています。

　ワクチン供給量の関係上、積極的勧奨（個人通知）を行う対象者が決まっていますが、特例の年齢に該当

するお子さん（下記③）でしたら、定期の予防接種として、無料で接種できます。

　人から人へ感染することはなく、ブタなどの動物の体内で増殖した日本脳炎ウイルスを持つ蚊（主にコガ

タアカイエカ）が人を刺すことによって感染します。

　症状が出ずに経過する場合がほとんどですが、発症（100 ～ 1,000 人に 1 人程度発症）すると、頭痛、嘔吐、

意識障害、脳障害などを生じ、死に至ることもあります。特に西日本では、日本脳炎ウイルスの活動が活発

であることから、予防接種を受けるとともに蚊に刺されないように注意することが大切です。

　第Ⅰ期：６カ月～７歳６カ月になる前日・・・計３回接種

　　　　　 ○６～ 28 日間隔で２回接種（標準的な接種期間は３歳）　　　　　　

　　　　　 ○２回目の接種から１年後に追加１回接種（標準的な接種期間は４歳）

　　　　　　※昨年２回接種した３歳児は、４歳児で追加を１回接種します。

　第Ⅱ期：９歳～ 13 歳未満（13 歳のお誕生日の前々日）・・・計１回接種

　平成７年６月１日～平成 19 年４月１日生まれで、接種の差控えによって第Ⅰ期・第Ⅱ期の接種が済んで

いないお子さんは、20 歳未満までの間、第Ⅰ期・第Ⅱ期分を定期の予防接種として、無料で接種できます。

まずは、母子健康手帳で接種回数を確認ください。

　 ▽第Ⅰ期接種を一度も接種していない場合は、通常の第Ⅰ期のスケジュール（上記②）に沿って接種してください。

　 ▽第Ⅰ期初回接種・第１期追加接種が不足している場合は、接種医と相談の上、残りの回数の接種をしてください。

　 ▽第Ⅱ期接種は、第Ⅰ期接種を終えた９歳以上で接種してください。

　近年、わが国ではがんにかかる人が年々増加しています。しかし、診断と治療技術の進歩により、がんは

早期発見・早期治療が可能となっています。そこで、特に受診率の低い大腸がん・女性特有のがん検診を、

多くの方に受診していただけるよう、桂川町では、平成 21 年度よりこの制度を実施しています。ぜひ、こ

の機会を利用し、がんの早期発見・早期治療のために検診の受診をお勧めします！

　６月中旬に、対象年齢（下記参照）の方に大腸がん、女性特有がん（子宮頸がん、乳がん）の「がん検診無料クー

ポン券」を配布しています。詳しくは、クーポン券同封のチラシをご覧ください。

　※有効期限は、平成 26 年２月 28 日までになりますので、ご注意ください。

　※クーポン券の発送は、桂川町の住民基本台帳（４月 20 日現在）を基準に送付しています。

　※対象者で、クーポン券が届いていない方はご連絡ください。

日本脳炎予防接種のご案内

①日本脳炎ってどんな病気？

②標準的な接種スケジュールは？

③接種差控え時の接種について

無料クーポン券配布中！大腸がん

女性特有がん

【大腸がん・乳がん検診無料クーポン券配布対象者】
節目年齢 対 象 生 年 月 日

40 歳 昭和 47(1972) 年４月 2 日～ 昭和 48(1973) 年４月１日生

45 歳 昭和 42(1967) 年４月 2 日～ 昭和 43(1968) 年４月１日生

50 歳 昭和 37(1962) 年４月 2 日～ 昭和 38(1963) 年４月１日生

55 歳 昭和 32(1957) 年４月 2 日～ 昭和 33(1958) 年４月１日生

60 歳 昭和 27(1952) 年４月 2 日～ 昭和 28(1953) 年４月１日生

【子宮頸がん検診無料クーポン券配布対象者】
節目年齢 対 象 生 年 月 日

20 歳 平成  ４(1992) 年４月 2 日～ 平成  ５(1993) 年４月１日生

25 歳 昭和 62(1987) 年４月 2 日～ 昭和 63(1988) 年４月１日生

30 歳 昭和 57(1982) 年４月 2 日～ 昭和 58(1983) 年４月１日生

35 歳 昭和 52(1977) 年４月 2 日～ 昭和 53(1978) 年４月１日生

40 歳 昭和 47(1972) 年４月 2 日～ 昭和 48(1973) 年４月１日生

※各検診とも、すでに節目年齢に達している方が対象となります。

　特定健診結果から、身体の状態を一緒に確認させていただきたく訪問を実施

します。訪問の対象は特定健診結果より判断します。

　健康でいることはご自身・ご家族のためでもあります。また医療費の抑制に

もなります。訪問させていただく際にはご協力をよろしくお願いします。

　なお、特定健診の受診結果から、生活の見直しを行いたい方は保健師・管理

栄養士までご連絡ください。個別にて面談を随時行います。ご希望の方は事前

にお電話下さい。

保健師・管理栄養士が訪問します！桂川町特定健康診査
を受診された皆様へ

　現在、子宮頸がん予防ワクチンの接種を積極的にはお勧めしていません。接種に当たっては、有効性とリ

スクを理解した上で、接種を受けてください。

　※詳しくは厚生労働省のホームページをご覧ください。
　　http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou28/

子宮頸がん予防ワクチンの接種を受ける皆さまへ

【問合先】健康福祉課 健康推進係（ひまわりの里）☎６５・０００１
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まちのわだい

古代くん広場

王塚装飾古墳館の
マスコットキャラクター　古代くん

ホ ールインワンを目指して！
桂川町老人クラブ連合会 グラウンド・ゴルフ大会

　５月 24 日、桂川町グラウンドゴルフ場にて、桂川町老

人クラブ連合会によるグラウンドゴルフ大会が開催されま

した。この大会は、健康と友愛の促進のために毎年行われ

ており、今年は 133 名が参加しました。今年は、ホール

インワンを達成した人が多く、グラウンド・ゴルフ場のあ

ちこちで拍手と歓声があがっていました。

　６月８日、町内の各団体が参加した３校 PTA スポーツ

親善大会（アジャタ）が行われました。アジャタとは、６

人で 100 個の玉をかごに入れるスポーツです。優勝した

桂川中学校Ａチーム（１分 20 秒 48）と準優勝の桂川小

学校Ｂチーム（１分 20 秒 72）の秒差は、なんと０秒 24

の僅差。白熱した戦いに会場は大盛況でした。

優 勝は桂川中学校Ａチーム
３校ＰＴＡスポーツ親善大会

古代くん広場

　平山老人クラブでは、毎年、飯塚警察署より講師を招い

て交通安全高齢者講習会を行っており、今年は 16 名が参

加しました。「道路横断時は、自分では気をつけている『つ

もり』でも、車などを見落としてしまうことが多々ありま

す。しっかりと確認をしてください」という講師の話に、

参加者はしきりに頷いていました。

飯 塚警察署による高齢者講習会 
平山老人クラブ 交通安全教室

　５月 12 日に全天候型ゲートボール場で行われた「ペタ

ンクを楽しもう！」に、22 名が参加しました。下は小学

生からの幅広い年齢層でしたが、どなたも真剣にペタンク

を楽しみ、場内では歓声もあがり大変な盛り上がりでした。

来年も開催を予定していますので、お友達同士やご家族で

の参加をお待ちしています！

手 に汗握る熱い駆け引き 
スポーツ推進委員会「ペタンクを楽しもう！」

　５月 26 日、桂川中学校にて体育会が行われました。各

グループ代表の力強い選手宣誓によって始まり、各競技で

は、どの生徒も日ごろの練習の成果を存分に発揮しました。

全力でリレーを走り、全力で大縄を跳び、全力で挑んだ組

体操やダンスを見事成功させ、今年の体育会テーマである

「CHALLENGE ～仲間と前進～」を成し遂げました。

ＣＨＡＬＬＥＮＧＥ　～仲間と前進～
桂川中学校 体育会

▲「陸上のカーリング」とも呼ばれるペタンクは、フランス発
祥の球技で、誰にでも楽しめるスポーツです。

▲上位入賞者、ホールインワン達成者による記念撮影。▲飯塚警察署では、交通安全に関する出張講習を行っています。
詳しくはお問い合わせください。

　飯塚警察署 交通課　☎２１・０１１０

日 頃使っている場所をきれいに！
土曜授業・クリーン作戦

　桂川小学校・桂川東小学校・桂川中学校では、今年度２

回目となる土曜授業の一環として、学校内外を清掃するク

リーン作戦を行いました。校内では、普段使っている教室

や廊下などをいつもより念入りに掃除し、校外では、役場、

住民センター、福祉センター、桂寿苑などの周辺で、小学

生と中学生が協力しながら清掃活動を行いました。

▲あいにくの雨天でしたが、　清掃場所周辺はとてもきれいにな
　りました。

　６月１日、桂川中学校体育館で、プロバスケットボール

選手の橋本竜馬選手を迎えてバスケット教室が開催されま

した。橋本選手は福岡県の出身で、現在愛知県のアイシン

シーホースに所属しており、昨年は国内リーグで見事優勝

しました。憧れのプロ選手からの指導に、参加した町内の

小学生・中学生の目は輝きにあふれていました。

憧 れのプロ選手からの指導！
NPO法人 CLUB K バスケットボール教室

▲将来のプロバスケットボール選手が生まれるかも？

▲

空中で玉の固まりを当
て、カゴの中に落とすの
が定石です！

▲

玉を固まりにして準備ＯＫ！

▲「せーの！」で一斉に投げて…
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文化・芸術の広場
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会

「夏の風物詩」 川野　学 さん撮影

広報紙に関するお問合わせは、広報電算係 ☎ 65・1082 まで

編集 後記＊
Editorial Postscript

　最近、町内で取材をしていると、町民の方に「広報見てますよ」と声を

かけていただくことが増えました。顔を知っていただいているのは、右下

の絶妙に似ている似顔絵のおかげだと思いますが、この絵は役場の女性職

員の方が描いてくれたものです。とても絵がうまく、前任者の原中さん、

前々任者の齊藤さんが担当の際の似顔絵も、彼女が描いたものです。

　おかげさまで今月号も無事に発行できました。大変なことも多くありま

すが、「毎月楽しみにしてます。頑張ってください」という町民の方の声

を聞くと、「来月号も頑張ろう！」とカメラを持つ手に気合いが入るのです。

（吉田翔平）
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次 悠
ゆ う せ い

聖くん 1 歳
H24.7.11 生（土師二）

 いつも元気な悠聖くん
お誕生日おめでとう♪

大好きなごはんを食べて、
大きくなってね♡

今年も優勝は瀬戸チーム 
第18回桂川町ゲートボール大会

　６月２日、８チーム 50 名が参加した桂川町ゲートボー

ル大会が開催されました。今年は初心者の方も多数参加し、

白熱した試合が繰り広げられましたが、最近では競技人口

の減少が嘆かれています。初心者でも気軽に始めることが

できるので、来年のこの大会に向けて今から始めてみませ

んか。

大
お お や ま

山 凜
り ん

ちゃん 1 歳
H24.7.2 生（土師一）

凜ちゃん☆
１才のお誕生日おめでとう★
これからも、元気いっぱい
優しい女の子に育ってね♡  

古代くん広場 まちのわだい

▲
▲

お誕生日おめでとう！

７月生まれHappy Birthday

笑顔の写真募集中！
～誕生日の記念に、お子さんの笑顔を～

◉ 対象：町内居住の満１歳から３歳まで

◉ 申込：持参またはメール【 kohodensan@town.keisen.lg.jp 】で

◉ 締切：誕生月の前月 10 日
　　（８月生まれは７月 10 日まで、９月生まれは８月 10 日まで）

◉ お子さんの名前（ふりがな）、性別、生年月日、年齢、お子さんへ
のコメント（40 字以内）、連絡先を記入したメモを添付ください。

【問合先】総務課 広報電算係 ☎ 65-1082

田
た な か

中 ひよりちゃん 2 歳
H23.7.18 生（弥栄）

おもしろくて、元気
いーっぱいのひよちゃん♪

これからも、たくさん
笑わせてね☆ 

塩
し お て

手 真
し ん せ い

聖くん 1 歳
H24.7.19 生（吉隈二）

真聖お誕生日おめでとう☆
ご飯沢山食べるようになった
ね !! お兄ちゃん達と健康に

育ってください♪

原
は ら な か

中 凰
こ う

くん 2 歳
H23.7.4 生（第一豆田）

お誕生日おめでとう♪
いつも元気いっぱいの凰くん。

お姉ちゃんと仲良くね☆ 

篠
し の も り

森 心
み ゆ

結ちゃん 1 歳
H24.7.15 生（天道）

小さく産まれた心結ちゃん。
こんなに大きくなりました　

これからの成長も楽しみだよ!! 
次 代を担うリーダーへ！ 

桂川町子ども会 リーダーキャンプ

　６月１日から２日にかけて桂川町子ども会リーダーキャ

ンプが開催されました。初日の晩ゴハンは、飯ごうを使っ

てご飯を炊いたら中が真っ黒！でも、反省して作った２日

目の朝食は大成功！他にも、そうめん流しなど普段と違う

貴重な体験をしました。
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町
長
室
か
ら

CALENDAR

平成 25 年 7 月行事カレンダー

▽
土
師
保
育
所
と
成
田
製
陶
所
と
西
本
町
鉄

工
所

　

㈱
成
田
製
陶
所
は
、
昭
和
48
年
に
愛
知
県

瀬
戸
市
か
ら
誘
致
企
業
と
し
て
進
出
し
て
き

ま
し
た
。
従
業
員
数
も
多
い
時
は
70
人
を
超
え

る
町
の
中
核
的
な
企
業
で
し
た
が
、
平
成
23
年

12
月
を
も
っ
て
操
業
を
停
止
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
工
場
の
敷
地
を
北
九
州
市
の
㈱
西
本

町
鉄
工
所
が
買
い
上
げ
、
現
在
、
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
の
建
設
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

土
師
保
育
所
は
、
成
田
製
陶
所
と
町
道
を

挟
ん
で
真
向
か
い
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、

運
動
会
や
生
活
発
表
会
な
ど
多
く
の
人
が
集

ま
る
時
は
、
工
場
の
敷
地
を
駐
車
場
と
し
て

貸
し
て
い
た
だ
い
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
回
の
話
を
お
聞
き
し
、
西

本
町
鉄
工
所
に
、
保
育
所
入
り
口
付
近
の
土

地
の
譲
渡
を
申
し
入
れ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
快

く
、
無
償
譲
渡
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
送
迎
時
に
お
け
る
安
全
確
保

の
た
め
に
も
、
乗
降
場
及
び
駐
車
場
と
し
て

整
備
工
事
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
運
動
場
に
隣
接
す
る
土
地
に
つ
き

ま
し
て
も
、
地
権
者
に
お
願
い
し
、
無
償
で

借
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
駐

車
場
の
ス
ペ
ー
ス
は
一
定
の
確
保
が
で
き
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
係
わ
る
環
境
の

整
備
は
町
の
命
題
で
す
。
今
回
の
関
係
各
位

の
心
温
ま
る
ご
厚
意
に
対
し
、
衷
心
よ
り
厚

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

桂
川
町
長　

井
上
利
一

【総合体育館開催】★ウォーキング教室（9:30 ～ 11:00） ★健康体操教室（14:00 ～ 15:30）≫

７月

※ 在宅当番医は変更が多々ありますので、当日の新聞（筑豊版）でご確認ください。

K
E

ISEN  TO
W
N

　
行

事カ
レンダー

農産物直売所  けいせん とれたて村
お弁当・惣菜 販売中！

【と　き】毎週日曜日 ９時～ 12 時
【ところ】けいせん とれたて村販売所
【問合先】産業振興課 ☎ 65-1106

※「ゆうパック」を
始めました。米や
野菜などを送るこ
とができます。

≫

８月

4
㈭

母子健康手帳発行とお話
 10:30 ～ 11:30  総合福祉センター
★健康体操教室

8
㈪

胃・大腸・肺・子宮・乳・前立腺がん検診
 8:30 ～ 11:00  総合福祉センター

9
㈫

胃・大腸・肺・前立腺・子宮・乳がん検診
 8:30 ～ 11:00  総合福祉センター
健康相談
 13:30 ～ 14:30  総合福祉センター
★ウォーキング教室

11
㈭

心配ごと相談
 13:00 ～ 16:00  総合福祉センター
★健康体操教室

13
㈯

夏のビデオ映写会
　世界名作劇場「母をたずねて三千里」
 14:00 ～ 15:30  図書館フリースペース

10
㈬

わんぱく教室（あそび）
 10:30 ～ 12:30  総合福祉センター
業者による補聴器定期相談
 13:00 ～ 14:00  総合福祉センター

2
㈫★ウォーキング教室

14
㈰

【当番医】あおやぎ内科クリニック
　☎ 72・3230（飯塚市大分）

15
㈪

【当番医】青山医院
　☎ 22・6328（飯塚市高田）

17
㈬

３歳児健診
 13:15 ～ 14:00（受付）  総合福祉センター

18
㈭

弁護士による無料法律相談（要予約）
 13:00 ～ 16:00  住民センター
★健康体操教室

19
㈮

胃・大腸・肺・子宮・乳・前立腺がん検診
 8:30 ～ 11:00  総合福祉センター

22
㈪

ピヨピヨ教室
 10:30 ～ 11:30  総合福祉センター

25
㈭

心配ごと相談
 13:00 ～ 16:00  総合福祉センター
★健康体操教室

28
㈰

【当番医】諫山医院
　☎ 65・0039（桂川町豆田）

29
㈪

胃・大腸・肺・子宮・乳・前立腺がん検診
 8:30 ～ 11:00  総合福祉センター

30
㈫

乳児健診（受付は対象月齢によって異なります）
　総合福祉センター
ブックスタート・フォローアップブック
スタート（町立図書館主催事業）
　上記乳児健診時に読み聞かせし、絵本２冊を配布
★ウォーキング教室

6
㈫

母子健康手帳発行とお話
 10:30 ～ 11:30  総合福祉センター
健康相談
 13:30 ～ 14:30  総合福祉センター

8
㈭

心配ごと相談
 13:00 ～ 16:00  総合福祉センター

11
㈰

【当番医】穂波整形外科医院
　☎ 25・0066（飯塚市太郎丸）
胃・大腸・肺・子宮・乳・前立腺がん検診
肝炎ウイルス検査
 8:30 ～ 11:00  総合福祉センター

13
㈫

【当番医】諫山医院
　☎ 65・0039（桂川町豆田）

14
㈬

【当番医】諫山医院
　☎ 65・0039（桂川町豆田）

15
㈭

【当番医】諫山医院
　☎ 65・0039（桂川町豆田）

7
㈰

【当番医】おおつか眼科医院
　☎ 72・2828（飯塚市長尾）
市民講座「人権講演会」
 9：30 ～（受付）住民センター

21
㈰

【当番医】大田外科医院
　☎ 72・0003（飯塚市阿恵）
第 23 回参議院通常選挙
 9：30 ～（受付）住民センター

4
㈰

【当番医】麻生耳鼻咽喉科医院
　☎ 28・1122（飯塚市堀池）
人形芝居「千夜一夜物語 アラジンと魔法のランプ」
　14:00 ～ 16:00  図書館フリースペース

27
㈯

ふるさと講座　「直方にＢ 29 が落ちた話」
　講師：牛嶋 英俊氏
 13:30 ～ 15:30  コダイム王塚


